
中
天
海
顕
彰
事
務
局
・
適
塾
記
念
会
（
大
阪
大
学
事
務
局
内
）
で
は
、

中
天
瀞
（
一
七
八
三
～
一
八
三
五
）
と
そ
の
妻
さ
だ
の
墓
碑
整
備
が
完
了

し
た
の
に
さ
い
し
、
つ
ぎ
の
行
事
を
行
っ
た
。

一
、
法
要

平
成
九
年
六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時

大
阪
市
北
区
同
心
一
丁
目
三
龍
海
寺
（
本
堂
・
墓
前
）

二
、
中
天
瀞
顕
彰
記
念
講
演
会

同
日
午
後
三
時

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
朝
日
生
命
ホ
ー
ル

吉
田
忠
（
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

海
上
随
鴎
と
中
さ
だ

森
納
（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
）

当
日
は
蒲
原
宏
理
事
長
が
法
要
・
講
演
会
に
参
加
、
講
演
会
で
挨
拶

を
さ
れ
た
。
講
演
会
は
一
般
公
開
で
あ
っ
た
が
、
多
数
の
本
学
会
会
員

が
参
加
し
た
。

来
来
米
記
事
楽
楽
来
来
米
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
来
来

講
師
・
演
題

中
天
瀞
の
蘭
学

中
天
瀧
顕
彰
行
事

消

息

三
月
例
会
平
成
九
年
三
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
山
脇
東
洋
の
『
外
台
秘
要
方
」
版
行
に
つ
い
て
町
泉
寿
郎

一
『
内
経
』
か
ら
『
脈
経
」
ｌ
脈
診
の
変
遷
宮
川
浩
也

四
月
例
会
平
成
九
年
四
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

ま
た
墓
碑
の
修
復
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
会
会
員
多
数
よ
り
の
寄
付

が
あ
り
、
大
き
く
貢
献
し
た
ほ
か
、
大
阪
府
医
師
会
な
ど
の
協
力
が
あ

っ
た
。三
、
適
塾
特
別
展
示
『
洪
庵
の
師
ｌ
中
天
瀞
と
大
阪
の
蘭
学
ｌ
』

平
成
九
年
五
月
二
十
七
日
（
火
）
～
六
月
十
四
日
（
土
）

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
適
塾

本
展
示
に
は
小
石
家
（
小
石
秀
夫
氏
）
、
杉
立
義
一
氏
よ
り
多
数
の
貴
重

な
資
料
の
貸
出
が
あ
っ
た
。
緒
方
家
も
全
面
的
な
協
力
を
さ
れ
た
。

（
長
門
谷
洋
治
）

二
月
例
会
平
成
九
年
二
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
中
日
医
学
比
較
研
究
か
ら
ｌ
江
戸
時
代
の
『
傷
寒
雑
病
論
』
訓
詰

研
究
に
つ
い
て
郭
秀
梅

一
植
村
左
平
次
政
勝
の
大
和
採
薬
行
と
駒
場
御
薬
園
に
つ
い
て

｜
例
会
記
録
一

原
桃
介

(136) 548


